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第Ⅰ部 活動報告 
 
１．検討の背景及び目的 

 
① 準天頂衛星利活用サブワーキンググループ（SWG）の位置付け 

 
 IoT 推進コンソーシアムについて 

近年の IoT/ビックデータ（BD）/人工知能（AI）等の発展により、従来の産業・社

会構造が大きく変革する可能性がある。IoT の進展によりデータを活用した新たなサ

ービスが生まれる一方、既存のビジネスが急速に陳腐化する懸念がある中、既に米国

やドイツにおいては、こうした IoT 等の技術による産業・社会変革を見越した具体的

な取組が進められている。我が国においても、産学官を挙げて IoT を活用した未来へ

の投資を促す適切な環境を整備すべく、平成 27 年 10 月 23 日に「IoT 推進コンソー

シアム」を設立した。 
本コンソーシアムでは、産学官が参画・連携し、IoT 推進に関する技術の開発・実

証や新たなビジネスモデルの創出を推進するための体制を構築することを目的とし

て、①IoT に関する技術の開発・実証及び標準化等の推進、②IoT に関する各種プロ

ジェクトの創出及び当該プロジェクトの実施に必要となる規制改革等の提言等を推進

している。 
 
 準天頂衛星利活用サブワーキンググループ（SWG）について 

我が国の優れた技術や ICT インフラの海外展開について、産官学を挙げた重点的な

支援を検討することを目的とした IoT 推進コンソーシアム国際連携ワーキンググルー

プに、2018 年 11 月 1 日にサービス開始される準天頂衛星システム「みちびき」の海

外展開を見据え、準天頂衛星利活用サブワーキンググループを 2018 年に設立した。 
 
 
  

図 1 IoT 推進コンソーシアム体制 
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② SWG の設立背景・目的 
 

 2018 年 11 月 1 日からの準天頂衛星システム「みちびき」4 機体制によるサービス開

始を背景に、日本国内では、農業、建設、交通等の各分野で、準天頂衛星のセンチメ

ータ級補強サービスに代表される高精度位置情報を活用した具体的なアプリケーショ

ンの展開に向けた取り組みが産学官を挙げて進められている。また、準天頂衛星に対

応した受信機の開発についても、現在、国内/海外メーカーが取り組んでおり、サービ

ス開始に向けた機運が高まってきている。 
 準天頂衛星の軌道は、日本上空のみならずアジア、オセアニア地域を広くカバーする

ものであり、こうした地域においても、準天頂衛星の高精度位置情報を活用したアプ

リケーションを活用することが可能となるため、国内のみならず、海外にも高精度位

置情報を活用したサービス・ソリューションビジネスを展開出来る環境が整いつつあ

る。 
 このような中、既に豪州、タイ等では準天頂衛星を活用したアプリケーションの実証

等が産学官協力の下で進められているが、一方で、実装に向けて各種課題があること

も徐々に判明してきている。本 SWG では、これまで国内外で実施された実証実験等

の状況も踏まえつつ、今後のアプリケーションの国内及び海外展開に向けた課題を共

有し、その解決策について、産学官連携の下、検討することを目的とする。 
 
 
③ SWG のスコープと期待されるアウトプット 

 
 スコープ 
 準天頂衛星システムの高精度測位サービスを活用したビジネスの可能性（特に海

外展開可能性のあるビジネス） 
 産業側ユーザの評価も踏まえた準天頂衛星システムの運用・サービスの在り方 
 準天頂衛星システムの将来的な在り方 

 
 アウトプット 
 海外展開も前提とした具体的アプリケーション創出に向けた、業界及び関連企業

の検討活性化 
 準天頂衛星システムの測位信号配信サービス等に対する要望 
 準天頂衛星システムの将来的な在り方についてのユーザ要求 
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 ２．検討体制 
本 SWG は、東京大学空間情報科学研究センターの柴崎教授を座長とし、多様な観点

から準天頂衛星システムの利活用促進に向けた検討が進められるよう、準天頂衛星シ

ステムの利活用促進に関連が深い各団体・企業・投資機関を委員とする体制から構成さ

れている。 
 
＜委員＞ 
柴崎 亮介  東京大学 教授 
坂下 哲也  （一財）日本情報経済社会推進協会 常務理事 
亀岬 睦也  （一社）日本貿易会 企画グループ長 
山口 徹   （一財）エンジニアリング協会 特別参与 
北條 英   （公社）日本ロジスティクスシステム協会 

JILS 総合研究所 ロジスティクス環境推進センター センター長 
坂野 聡   （一社）全国警備業協会 専門委員 
鈴木 薫   （特非）ITS Japan 普及促進グループ 部長 
田村 敏彦  （一社）日本農業機械工業会 専務理事 
小伊藤 治  （一社）日本建設機械工業会 事務局長 
斉藤 和也  （公財）日本測量調査技術協会 専務理事 
穴山 眞   （株）日本政策投資銀行 常務執行役員 
土田 誠行  （株）産業革新機構 専務取締役 
児玉 俊介  （一社）電波産業会 常務理事 研究開発本部長 
今井 正道  （一社）情報通信ネットワーク産業協会 常務理事 
鎌形 亨    準天頂衛星システムサービス（株） 社長 
小澤 秀司   グローバル測位サービス（株） 社長 

＜オブザーバー＞ 
外務省 
文部科学省 
農林水産省 
国土交通省 国土地理院 
宇宙航空研究開発機構（JAXA）（第 2 回～） 
（一財）衛星測位利用推進センター 
衛星測位システム協議会 

＜事務局＞ 
内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 
総務省 情報通信国際戦略局 宇宙通信政策課 
経済産業省 製造産業局 宇宙産業室 
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３．これまでの主な取組と成果 
本 SWG は、2018 年 5 月の設立から同年 12 月までに計 5 回開催し、準天頂衛星シ

ステムの最新状況、サービス内容、国内外の利活用事例、受信機の開発動向等の情報共

有を行った。また、構成員に対して、準天頂衛星システムを活用したビジネスや課題に

関するアンケート調査を実施し、意見を取りまとめるとともに、構成員による今後の利

活用に向けた期待等に関するプレゼンテーションについて意見交換を行った。 
 
① 開催実績 
 
〇 第 1 回（2018 年 5 月 15 日（火）） 
＜議事次第＞ 

1. ご挨拶【経産省、内閣府、総務省】 
2. 自己紹介（全員）・座長選出 
3. 本サブ WG の概要について【経産省】 
4. 準天頂衛星システムの最新状況について【内閣府】 
5. 準天頂衛星システムのサービスについて（その１）【QSS】 
6. 準天頂衛星システムのサービスについて（その２）【GPAS】 
7. 全体討議 

 
 ＜結果概要＞ 
 冒頭、本サブワーキンググループの事務局を務める経済産業省、内閣府及び総務省

の幹部より挨拶が行われた。また本サブワーキンググループの座長として、柴崎東

京大学教授が提案され、満場一致にて、承認された。 
 経済産業省宇宙産業室より、本サブワーキンググループの目的とアウトプット等に

ついて説明、了承された。 
 続いて、国のインフラとしての準天頂衛星システムの機能及びサービスについて内

閣府宇宙開発戦略推進事務局より、資料２に沿って説明を行い、準天頂衛星システ

ム全体計画に関する質疑応答が行われた。 
 準天頂衛星システムサービス（株）より、主に日本国内向けの準天頂衛星システム

のサービスについて説明がされ、受信機の国内市場導入動向等に関して、質疑応答

が行われた。 
 グローバル測位サービス（株）より、アジア・太平洋地域向けの準天頂衛星システ

ムのサービスについて説明があり、海外配信サービスに関するスペックや受信機の

海外対応等について質疑応答が行われた。 
 出席委員からは、各業界団体での準天頂衛星システムの利用を検討するあたり、今

後のスケジュールも含む分かりやすいサービス内容、各種課題、受信機の開発状況
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等の提供の必要性が示され、次回の本サブワーキンググループにて、事務局から提

示することになった。 
 
 
〇 第 2 回（2018 年 6 月 25 日（月）） 
＜議事次第＞ 

1. みちびきを使った技術実証の状況について（豪州） 【日立製作所】 
2. みちびきを使った新サービス実証の結果について（タイ）【豊田通商】 
3. みちびきの高精度測位補強サービス・対応受信機の開発動向について 【内閣府】 
4. 高精度測位補強サービスのグローバル展開について 【GPAS】 
5. 全体討議 

 
 ＜結果概要＞ 
 （株）日立製作所より、豪州におけるみちびきを使った技術実証の状況について説

明があった。準天頂システムによる効果として人件費、運用管理等のコスト軽減が

期待できる点、初期収束時間の短縮、アンテナ/受信機の小型化、商品化等が課題で

ある点について報告がされた。質疑応答では、測位信号を活用したオートステアリ

ングを導入する際の電子基準点の整備について質問があり、各農家が自前で基準点

を設置して運用をしていることが紹介された。 

 豊田通商（株）より、資料２に沿って、タイにおけるみちびきを使った新サービス

実証の結果について説明があった。高精度位置情報を活用して車線毎の渋滞情報を

生成し高精度ルートガイダンスを行うことで、現行システムと比較して目的地への

到達時間が早くなる傾向が確認できた点、初期収束時間の短縮、受信機の小型化/

低コスト化などが課題である点が報告された。質疑応答では、車線毎の渋滞情報を

生成する際に必要となる受信端末の台数について質問があり、今回の実証では予算

等の制約から台数が限られていたが、台数が増えれば精度が高くなる見込みである

との回答があった。 

 内閣府宇宙開発戦略推進事務局より、みちびき高精度測位補強サービスの今後のス

ケジュールと対応受信機の開発動向について説明があった。 

 グローバル測位サービス（株）より、高精度測位補強サービスのグローバル展開に

向けた、国内外の高精度測位の利用事例と同社のサービス概要について説明があっ

た。その後、出席委員を交えた全体討議が行われた。 

 全体討議として、GPAS社から、初期収束時間の短縮については、短期的にはMADOCA

の補正情報にローカル補正情報を更に加えることで収束時間を短縮する方法につい

て検討を進めていること、並行して、ローカル補正情報無しでもできる方法につい

て有識者を集めた専門家チームで検討を進めているとの報告があった。出席委員か
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らは、受信機の開発状況、初期収束時間の課題に対する検討状況などを踏まえて、

情報、道路交通、測量、農業などの各業界での利用の可能性や利用にあたって考慮

すべき事項についての議論が行われた。 

 最後に、座長から、これまでの議論をベースとして各組織でみちびき利用の可能性

や要望についての検討依頼が出席委員に対して行われた。 

 
 
〇 第 3 回（2018 年 8 月 30 日（木）） 

 ＜議事次第＞ 
1. 準天頂衛星による新たな測位について 【マゼランシステムズジャパン(株)】 
2. 準天頂衛星を活用した除雪車運転支援システムの開発について 【東日本高速道

路(株)】 
3. 準天頂衛星の産業活用と IoT 端末について 【ソフトバンク(株)】 
4. 全体討議 

 
 ＜結果概要＞ 
 マゼランシステムズジャパン（株）より、準天頂衛星による新たな測位について説

明があり、対応受信機の開発動向や今後の普及に向けた課題などの紹介があった。

また、内閣府SIPでの北海道大学や農研機構との実証実験、ドローンの衝突回避に係

わる技術開発のための飛行試験について報告された。質疑応答では、初期収束時間

について質問があり、外部からのローカル情報補正や、20cm程度の精度要求であれ

ば3分程で測位可能であると回答された。 

 東日本高速道路（株）より、準天頂衛星を活用した除雪車運転支援システムの開発

について説明があり、雪氷対策作業にはcm級の精度が求められることや、将来的な

労働力問題を解決するための除雪車運転支援システム及び普及拡大に向けた課題に

ついて報告された。除雪車運転支援システムについて、高さ情報の必要性について

質問があり、今後、徐行ではなく高速道路本線を高速走行しながら除雪をする際

に、路面の段差を考慮する必要があると回答された。 

 ソフトバンク（株）より、準天頂衛星の産業活用とIoT端末について説明があった。

準天頂衛星を使った屋内外シームレス測位実証、山間部での測位実証及び数百名を

対象とした大規模実証など産業活用に向けた取組や、今後のネットワークインフラ

の高度化に向けた取組が報告された。質疑応答では、GNSS系の電波はシグナルの強

度が弱いためジャミングやなりすましに弱いことへの対応策について質問があり、

過去のデータを利用した機械学習や二次補正ロジックを使用して、情報の取捨選択

や予測による補正情報を作ることで精度を上げていると回答された。 

 全体討議として、出席委員よりISOにおいて提案されている、センサーを使用した場
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合のネットワーク通信を伴う産業・サービスの信頼度を担保する評価軸を作るため

のプロジェクト（PC317）について紹介があった。これを受け、座長より、今後様々

なものがデータ化されていくと、ネットワークだけではなく、センサーそのものが

ハッキングを受ける可能性があることが述べられた。最後に、座長より、これまで

の議論をベースとして各組織におけるみちびき利用の可能性や将来の在り方などに

ついての調査への協力依頼が行われた。 

 
 
〇 第４回（2018 年 9 月 21 日（金）） 

 ＜議事次第＞ 
1. 準天頂衛星システムを活用したビジネスへの期待と課題について 【各構成員】 
2. 農業機械分野における GPS 測位情報の活用について 【日本農業機械工業会】 
3. 準天頂衛星システムを活用したビジネスへの期待について 【日本ロジスティクス

システム協会】 
4. 全体討議 

 
 ＜結果概要＞ 
 冒頭、各構成員より、資料１に基づいて、準天頂衛星システムを活用したビジネス

への期待と課題について発言があった。 

 （一社）日本農業機械工業会より、資料２に沿って、農業機械分野におけるＧＰＳ

測位情報の活用について説明があった。日本農業の現状・課題について説明があっ

た後、各農業機械メーカーによる測位情報を活用したロボット農機の事例について

紹介があった。 

 （公社）日本ロジスティクスシムテム協会より、資料３に沿って、準天頂衛星シス

テムを活用したビジネスの期待について説明があった。過去の調査結果に基づい

て、メーカーの出荷から卸の入荷までの過程におけるドライバーの稼働実態の調査

結果について説明があった後、準天頂衛星システムを活用した物流の効率化に関し

て期待が述べられた。 

 出席委員より、準天頂衛星の利活用が見込まれる分野等について質疑や意見交換が

なされた。例えば、海底資源探査等で海中での測量が必要な場合に、測位衛星をど

のように活用できるか質問があり、他の出席委員より、深浅測量の技法を用いるこ

とが有用である旨の回答があった。また、座長より、高精度測位を利用するための

コストと利益の負担（分担）について、引き続き議論することの重要性について述

べられた。 
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〇 第５回（2018 年 12 月 14 日（金）） 
 ＜議事次第＞ 

1. 準天頂衛星システムの最新状況について 【内閣府】  
2. 「みちびき」の活用 【ジェネクスト株式会社】  
3. add michibiki more life 【株式会社フォルテ】  
4. 活動報告書（案） 【内閣府】  
5. 全体討議  
6. 今後の予定 【内閣府】 

 
 ＜結果概要＞ 
 冒頭、内閣府宇宙開発戦略推進事務局より、資料１に沿って準天頂衛星システム

「みちびき」の最新状況、みちびきに対応した受信機の動向について説明を行っ

た。 

 ジェネクスト株式会社より、資料２に沿って、「みちびき」の活用について説明が

あり、サービス事業者として期待する端末の価格や精度、高齢運転者の交通事故抑

止対策について質疑応答が行われた。 

 株式会社フォルテより、資料３に沿って、add michibiki more life（「みちび

き」の社会実装による豊かな生活の実現）について説明があった。受信機のコスト

や重量、個人の属性情報などとの組み合わせによる新たなビジネスの可能性につい

て質疑応答が行われた。 

 内閣府宇宙開発戦略推進事務局より、資料４に沿って準天頂衛星システム活用サブ

ワーキンググループの活動報告書（案）について説明があり、記載内容についての

出席委員コメントを踏まえ、座長、事務局にて報告書を取りまとめていくこととな

った。 
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② アンケート調査 
本 SWG の構成員に対し、各業界における準天頂衛星を活用したビジネス、課題等につ

いてのアンケート調査を実施し、11 機関 1より回答を受けた。回答結果の概要は、以下の

とおりである。 
 
 準天頂衛星を活用したビジネスの可能性 

（現在取組が進んでいるビジネスや今後想定される取組） 
 
 ＜総論＞ 
 自動運転（自動車、船舶、農機、建機、除雪機、ドローン）、精密農業、測量、防災、

位置情報（作業者、機器、資材等）の把握による業務の高度化等、災危通報サービス 
 日本のみならずアジア、オセアニア地域等への海外展開を想定 

 
 ＜主な個別内容＞ 
 作業位置情報の正確把握による工事施工安全管理の向上―広大なプラント建設エリ

アで活動する工事作業者の位置を小型携帯の測位端末の活用によりリアルタイム把

握、管理監視（エンジニアリング協会） 
 簡易測量―ドローン簡易測量により、現地調査不要で概略施工計画の立案（現地測定

補正なく、ドローン情報だけで完結する簡易測量）（エンジニアリング協会） 
 専用端末による人（子供、高齢者等）や物（業務車両、自家用車両当）の見守り（全

国警備業協会 
 自動車向け災危通報サービス―準天頂衛星システムの災危通報サービスを活用し、

車載器を通してドライバーに提供する。（山間部当携帯電話や VICS のサービスエリ

ア外となりやすいエリアをカバーすると共に、発災により地上設備の故障や地上回

線が輻輳している状況でも受信を可能とする。）（ITS Japan） 
 自動走行―自動車の安全運転支援・無人走行（高精度衛星測位サービス利用促進協議

会） 
 ロボット農機―ＧＰＳ版が国内に順次市場投入されており、将来的には準天頂衛星

を使ったものになっていくものと思われる。（日本農業機械工業会）  

                                                   
1 回答機関：一般社団法人日本貿易会、一般財団法人エンジニアリング協会、高精度測位サ

ービス利用促進協議会、衛星測位システム協議会、準天頂衛星システムサービス株式会社、

グローバル測位サービス株式会社、公益社団法人日本ロジスティクスシステム協会、一般社

団法人全国警備業協会、特定非営利活動法人 ITS Japan、一般社団法人日本農業機械工業

会、公益財団法人日本測量調査技術協会 
 



10 
 

 現在の準天頂衛星の測位信号配信サービスの課題・要望 
 
 ＜総論＞ 
 制度関係：海外展開を視野に入れた柔軟な対応とスピード感のある取り組み、（デー

タエレメントの定義や各国の電子基準点等の）標準化の促進 
 受信機関係：小型化、低コスト化、省電力化、防爆対応 
 運用関係：測位精度の向上、安定した信号の配信、運用状況のきめ細かい情報発信、

MADOCA 信号の本格運用 
 
 ＜主な個別内容＞ 
 地図情報を含む位置情報は概して安全保障上の精密情報として扱われることが多く、

利活用の開発・促進には制度面にて柔軟な対応が必要となることが多いという特徴

がある。また各国において、地図情報を含む位置情報は各機関がそれぞれ独立して整

備・運用・維持していることが多く、効果的な活用には組織間の連携の促進が必須と

なる。（日本貿易会会員企業） 
 受信機の防爆対応が必要（運転中の石油・石油化学プラントでは必須）（エンジニア

リング協会） 
 現状の測位信号サービス（GPS など）で既構築のシステムに対し、そのレベルアッ

プという観点でシステム全体（アプリケーションを含む）の増強・改造として具体的

にどう進めればいいかの指針や事例案などの情報整備が進められることに期待。上

記情報の体系的整備と公開、あるいはシステムメーカー側からのガイダンス情報の

提示など。（エンジニアリング協会） 
 補強信号（L6）を活用するためのハードルが高い。高額な受信機。アンテナサイズ。

（全国警備業協会） 
 受信機が高価―１万円程度に下がらないと準天頂衛星の利用は難しい（日本農業機

械工業会） 
 サービス品質や可用性を維持するための運用体制が不透明、技術開示や性能向上な

のどのロードマップの説明が不足（高精度測位サービス利用促進協議会） 
 上空の状況と QZSS の位置、他の測位衛星の位置関係で精度がどのように変化する

のか定量化すべき。DOP などで定量化されているが各メーカーで値が異なる場合が

ある。ISO などの国家基準とのトレーサビリティにかかわる事柄でもあるので、国家

基準で定義づけが必要。（衛星測位システム協議会） 
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 準天頂衛星システムの将来的なあり方に関する要望 
 
 ＜総論＞ 
 政策：マルチ GNSS 環境における連携・インターオペラビリティの確保・準天頂衛星

システムの競争力維持と差別化、高精度地図の基盤化、7 機体制の早期実現と提供さ

れるサービスの明確化、更なる測位衛星（周回衛星）の追加による真にグローバルな

衛星測位インフラの実現 
 機能・技術：ジャミング（妨害）・スプーフィング（なりすまし）対策、時刻・位置認

証機能の提供、屋内測位とシームレスに利用可能な環境・技術の構築、MADOCA 方

式の収束時間短縮、メッセージ配信機能の高度化（受信情報の取捨選択等） 
 
＜主な個別内容＞ 
 警備業において GNSS 技術は端末位置特定や屋外ロボット、ドローン自立飛行等の

ために欠かせない技術となっており、またソフトウェア無線技術の普及によるジャミ

ング・スプーフィングが容易、かつ高度化が進展したことから、攻撃への対策が益々

重要となっております。準天頂衛星システムからの信号配信等による攻撃対策・検知

技術の将来的な実現を希望します。（全国警備業協会） 
 標準化。なかでもデータエレメントとの定義を標準化することは、データの流通を促

進しより高精度な予測などに繋がると思われる。標準化はサプライチェーンを通じた

情報連携を実現する上での必要(必須)条件と考える。（日本ロジスティクスシステム協

会） 
 7 機体制時に提供さえるサービスの明確化をお願い致します。（Jamming（妨害）、

Spoofing（なりすまし）、Meaconing（再放送による遅延攻撃）対策等） 
海外測位衛星の動向、その中での準天頂衛星の役割の明確化等、ロードマップの明確

化をお願い致します。例えばマルチパス対策として、都市部（ビル街）における高精

度測位実現のために、マルチ GNSS 化が期待されている等。 
メッセージ配信機能の使い勝手の向上をご検討いただけると幸いです。衛星から一斉

配信されるので、現行システムでは北海道から起きた地震情報が沖縄にも配信され、

取捨選択は受信機側で行う必要がある。（ITS Japan） 
 ７機体制の早期実現―今後、高精度なリアルタイム測位が加速されるが、安心安全な

測位データを供給し続けるために準天頂衛星は必要。(日本測量調査技術協会) 
 QZSSを利用した基盤となる地図の 4次元を見据えた共有空間の一元化管理システム

の構築された社会。（高精度衛星測位サービス利用促進協議会） 
 アプリケーションに関しては民間企業が開発し、製品化するため、国として準天頂衛

星が配信する測位信号及び測位補強信号の確実かつ高品質化に注力してほしい。（衛

星測位システム協議会） 
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③ 構成員からのプレゼンテーション 
これまでの本 SWG での議論を踏まえつつ、第 4 回 SWG において、日本農業機械工

業会、日本ロジスティクスシステム協会より、農業分野及び物流分野における準天頂衛

星システムの今後の利活用に向けた期待等に関するプレゼンテーションが行われた。 
 
 （一社）日本農業機械工業会 
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  （公社）日本ロジスティクスシステム協会 
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４．今後の SWG の活動の方向性 
 

 2018 年 11 月 1 日より準天頂衛星システム「みちびき」が 4 機体制によるサービス提供

を開始したことを受け、我が国では、様々な分野において高精度位置情報を活用した具体的

なアプリケーションの展開に向けた機運が一層高まりつつある。 

本ＳＷＧでは、この機会を捉え、農業、自動車、物流等における「みちびき」の利活用事

例や、高精度測位補強サービスのアジア・太平洋地域への展開、「みちびき」対応受信機の

開発状況などについて情報を共有し、産学官をあげて進められている最新の取組について

知見を得るとともに、今後、「みちびき」を利用したアプリケーションの展開をより加速化

するために、以下の取組が重要であることを確認した。 

 本ＳＷＧの構成員を対象に実施したアンケート調査の結果にあるように、①受信機端

末価格の一層の低廉化、②データの価値向上（CLAS・SLAS・MADOCA や災危通報の価値

向上、セキュリティ対策等）、③新たな「みちびき」の利活用事例の蓄積・共有につい

て、引き続き取り組んでいくこと 

 地上の通信網などの利用環境や他のセンサーとの組み合わせなど、「みちびき」の多様

な利用方法について検討し、「みちびき」から得られる付加価値を向上させることも重

要であり、また、特に受信機端末価格の一層の低廉化については、受信機メーカーによ

る小型・低価格化に向けたより一層の対応が前提とされるものの、「量産効果による低

価格化」の効果が大きいものと考えられるため、具体的な実サービスを早期に創出する

ことによる相乗効果を生み出していくこと 

 アジア・太平洋地域では電子基準点の未整備など、高精度位置情報を利用するインフ

ラ・環境整備が整っていない地域があることから、MADOCA を活用した日本発の高精

度位置情報ビジネス・アプリケーションを展開していくこと 

 本ＳＷＧでは、設立初年度にあたる本年度においては、主に情報共有を主体とした活動

を行ったが、今後は、情報共有活動を継続しつつ、「みちびき」を利用したアプリケーシ

ョンの展開をより加速化するため、上述の観点や各構成員のニーズや意向も踏まえなが

ら、実サービスを創出するための具体的な検討や活動にステップアップしていくことが重

要である。 
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第Ⅱ部 資料編 
 
１．準天頂衛星システム「みちびき」について 

 
① 経緯・目的 
 平成 23 年 9 月の宇宙開発戦略本部において、準天頂衛星システムについては、産

業の国際競争力強化、アジア太平洋地域への貢献、災害対応能力の向上等の広義の

安全保障に資するプロジェクトとして、2010 年代後半（平成 27～31 年頃）を目途

に 4 機体制を整備すること、また、将来は持続測位が可能となる 7 機体制を目指す

こと、実用準天頂衛星システムの開発・整備・運用は、初号機「みちびき」の成果

を活用しつつ内閣府が実施すること等が決定された。 
 平成 24 年 3 月には、「地理空間情報高度活用社会（Ｇ空間社会）」の実現を目的と

した「地理空間情報活用推進基本計画」が閣議決定され、将来の 7 機体制を目指す

ことを含め、実用準天頂衛星システムの整備、利活用、及び海外展開に取り組んで

いくことが盛り込まれた。 
 「地理空間情報活用推進基本計画」では、準天頂衛星システムの整備等に加えて、

地理空間情報の社会への浸透・定着や、東日本大震災からの復興と災害に強い国土

作りへの貢献等が盛り込まれており、準天頂衛星システムと地理空間情報との相互

作用による成果の創出が期待されている。 
 現在の宇宙基本計画（平成 28 年 4 月閣議決定）においても、持続測位が可能とな

る 7 機体制の確立のために必要な追加 3 機の運用を平成 35 年度めどに開始するこ

と、国内やアジア太平洋を中心とした諸外国における利活用を促進すること等が盛

り込まれている。 
 宇宙基本計画工程表（平成 29 年 12 月宇宙開発戦略本部決定)の内、準天頂衛星シ

ステム部分について以下（図 1）に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 準天頂衛星システムの工程表 
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② システム構成 
準天頂衛星システムは、名称の由来である準天頂軌道の衛星を主体とする複数の衛星

システムと、主管制局、追跡管制局及び監視局から構成される地上システム、及びユー

ザシステム（測位信号受信端末等）から構成される。「みちびき」はシステムの通称で

あり、英語では、QZSS（Quasi-Zenith Satellite System）と表記する。 
準天頂軌道とは、高度約 36,000km、傾斜角約 40 度の南北非対称の楕円軌道のことで

あり、日本から見ると変形した「８」の字を描くように見え、日本上空に長い間滞在す

るように設計された軌道である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 提供サービス 

  「みちびき」の提供サービスは、大きく分類すると、 
（１）測位補完サービス（衛星測位サービス） 
（２）測位補強サービス（サブメータ級及びセンチメータ級測位補強サービス） 
（３）メッセージサービス 
の３サービスに分類することができる。 

 
（１）測位補完サービス（衛星測位サービス）は、準天頂衛星から GPS と互換性のあ

る測位信号を提供し、受信できる測位衛星の数が少ないことによる誤差や電離層に

よる誤差を低減するサービスである。前者の誤差は、高層ビル間や山間部で起きる

マルチパスによる誤差（図 3）や測位衛星の幾何配置の偏りによる誤差のことであ

り、衛星数を増やすことで誤差が低減できる（図 4）。 
 

図 2 準天頂衛星軌道 
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図 3 マルチパス誤差の低減      図 4 衛星数増加による測位精度の向上 

 
後者の誤差は、電波が電離層を通過する際に速度が変化することによる誤差のこ

とであり、速度の遅延量が電波の周波数に依存する性質を利用して、複数の測位信

号を組み合わせることで誤差を低減する（図 5）。 
 

 
図 5 電離層誤差の低減 

 
（２）測位補強サービスは、水平位置精度 1m 以下のサブメータ級測位補強サービス

と、水平位置精度 6~12cm のセンチメータ級測位補強サービスからなる。 
i. サブメータ級測位補強サービスは、国内 13 のサブメータ用監視局の測位データ

から誤差情報を生成し、衛星測位の補強信号を提供するサービスである（図

6）。日本に配置された監視局を利用したサービスであるため、サービス範囲と

しては日本及び周辺海域である（図 8）。 
ii. センチメータ級測位補強サービスは、水平位置精度 6cm（静止体）、12cm（移

動体）程度を実現するため、国土地理院の電子基準点のデータを利用して補正

情報を生成し、みちびき経由で補強情報を配信するサービスである（CLAS 方

式）（図 7）。ただし、この CLAS 方式においては、日本における電子基準点を

利用するサービスであるため、利用可能範囲は日本のみである（図 8）。 
iii. 一方、アジア太平洋地域へのセンチメータ級測位補強サービスとしては、世界

各地に配置した監視局より補正情報を生成し（MADOCA 方式）、みちびきの実

証実験チャネルより情報を配信している（図 9）。 
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図 6 サブメータ級補強サービス   図 7 センチメータ級補強サービス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 サービス範囲と精度 
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図 9 海外センチメータ級測位補強サービス（１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 海外センチメータ級測位補強サービス（２） 
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図 9 海外センチメータ級測位補強サービス（３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9 海外センチメータ級測位補強サービス（４） 
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（３）メッセージサービス 

①災害・危機管理通報サービス 
地震、津波などの災害情報、テロなどの危機管理情報、避難勧告などの発令状況

について準天頂衛星経由で送信するサービス。アジア・オセアニア地域でも受信で

きるため、遠地地震や北西太平洋津波情報等の海外向け情報も送信される。（図

10） 
 
②衛星安否確認サービス 
利用者が安否情報を準天頂衛星に送信し、管制局を経由して近親者等に電子メー

ルを送るサービス。静止軌道衛星でのみ利用でき、我が国及び沿岸部限定で提供さ

れる。（図 11） 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 災害・危機管理通報サービス    図 11 衛星安否確認サービス 
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２．受信機の開発・販売状況 
 
  準天頂衛星システムのセンチメータ級測位補強サービス（CLAS）、サブメータ級測位

補強サービス（SLAS）に対応可能な受信機は、各受信機メーカーによる開発が進められ、

2018 年 11 月 1 日のサービス開始を契機として、各社より販売が開始されている。 
CLAS 受信機については、三菱電機、マゼランシステムズジャパン、コアより販売が開

始され、受信機の構成要素の一つである受信モジュール・チップについては、マゼランシ

ステムズジャパン、日本無線より 2019 年の販売が予定されている。価格帯については、

一般的に他の既存の高精度測位用の受信機は数百万円程度と言われているが（仕様・機能

によって価格は大きく異なる）、CLAS 受信機についても現状では 100 万円程度との報道

がある。他方、マゼランシステムズジャパンが開発している受信機ボードでは、従来のネ

ットワーク型高精度 RTK 受信機のコストに比べ 1/10 以下を実現とのリリース情報があ

り、内閣府 SIP 次世代農林水産業創造技術では平成 29 年度成果として 10 万円程度の準

天頂衛星対応受信機の開発についても報告がされている。また、新エネルギー・産業技術

総合開発機構（NEDO）においても準天頂衛星対応受信機の高精度・低消費電力化の研究

開発が進められている。現在、受信機の小型・低価格化については産学官で取り組みが進

められているが、日本をはじめアジア太平洋地域での利活用の拡大による量産効果と合

わせ、今後、一層の小型・低価格化が進むことが期待される。 
アジア太平洋地域でのセンチメータ級測位補強サービスである MADOCA（Multi-

GNSS Advanced Demonstration tool for Orbit and Clock Analysis：JAXA が開発した

高精度測位を実現するための精密軌道・クロック推定ソフトウェア）については、マゼ

ランシステムズジャパン、コアが対応受信機を販売している。 
SLAS 受信機については、ソフトバンク、フォルテ、ジェネクストより販売が開始さ

れ、受信機の構成要素の一つである受信モジュール・チップについては、日本無線、ポ

ジション、ユーブロックスジャパン、ソニーセミコンダクタソリューションズより販売

が開始されている。古野電気は 2019 年春に販売を予定している。また、ソフトバンク

では当該受信機を用いた IoT プラットフォームサービス（準天頂衛星対応トラッキング

サービス）も合わせて提供を開始し、準天頂衛星システムの高精度測位情報をリアルタ

イムで管理・見える化を可能とする新たなサービスも展開している（図 18 参照）。価格

帯については、各社、積極的にオープンにしている例は少ないが、例えば、ジェネクス

トでサービスを開始した道路交通法遵守「見える化」サービスでは、一括購入型で初期

費用 21,500 円（初期登録料含む）、月額 3,000 円、レンタル型で初期費用 3,000 円（初

期登録料）、月額 4,000 円とのリリース情報がある（http://www.genext.co.jp/topics/98-
category03/421-gps-1m-gps.html）。 
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 センチメータ級測位補強サービス 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

販売中 

準天頂衛星対応センチメータ級高精度測位端末 

AQLOC-VCX 

＜三菱電機株式会社＞ 

http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2017/1129.html 

184×98×74mm、1,600g 【CLAS 対応】 

QZSS 対応多周波マルチ GNSS 受信機ユニット 

http://magellan.jp/item/index6.html 

＜マゼランシステムズジャパン株式会社＞ 

販売中 

206×155×86mm 【CLAS、MADOCA 対応】 

販売中 

みちびき対応センチメータ精度測位受信機 

＜株式会社コア＞ 

200×140×60mm、1,100g 【CLAS、MADOCA 対応】 

http://www.core.co.jp/pdf/pdf_2018/news_20180919.pdf 

準天頂衛星対応センチメータ級高精度測位端末 

AQLOC-VCXⅡ 

＜三菱電機株式会社＞ 

2019 年春 
販売予定 

139×94×39mm、650g 【CLAS 対応】 

http://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2017/1129_zoom_02.html
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高精度 GNSS チップ JG11 

＜日本無線株式会社＞ 

2019 年春 
販売予定 

9.0×9.0mm 【CLAS 対応】 

http://www.jrc.co.jp/jp/about/news/2017/0111-2.html 

多周波マルチ GNSS 受信機ボード 

http://magellan.jp/item/index6.html 

＜マゼランシステムズジャパン株式会社＞ 

2019 年春 
販売予定 

MJ-2005-GL4   【CLAS、MADOCA 対応】 

販売中 

3 周波マルチ GNSS アンテナ QZG126c   

＜小峰無線電機株式会社＞ 

φ132×62mm、390g 以下 

http://www.kominemusen.co.jp/products/QZ/QZG126c/QZG126c.pdf  
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 サブメータ級測位補強サービス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

販売中 

＜ソフトバンクグループ株式会社＞ 

マルチ GNSS 端末 

90×61×29mm、約 165g 【SLAS 対応】 

https://www.softbank.jp/biz/iot/service/satellite/ 

販売中 

FB102 83×44×17.7mm、56.1g 【SLAS 対応】 

FB202 74×42×20mm、70g 【SLAS 対応】 

http://www.forte-inc.jp/ 

＜株式会社フォルテ＞ 

FB102、FB202 

高精度 GNSS チップ JG11 

＜日本無線株式会社＞ 

9.0×9.0mm 【SLAS 対応】 

販売中 

マルチ GNSS 対応チップ GSU-141 

＜ポジション株式会社＞ 

11.0×7.5×1.5mm 【SLAS 対応】 

http://www.posit.co.jp/seihin/pdf/GSU-141_J.pdf 

販売中 

CXD5603GF 

＜ソニーセミコンダクタソリューションズ株式会社＞ 

3.0×3.0mm 【SLAS 対応】 

https://www.sony-semicon.co.jp/products_en/gps/index.html 

販売中 

QZ-05S 

＜ジェネクスト株式会社＞ 

販売中 

【SLAS 対応】 

http://www.genext.co.jp/topics/98-category03/421-gps-1m-gps.html 
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＜ユーブロックスジャパン株式会社＞ 

https://www.u-blox.com/ja/product/neo-m8u-module 

https://www.u-blox.com/ja/product/neo-m8l-series 

販売中 

NEO-M8U      NEO-M8L 

NEO-M8U 12.2×16×2.4mm 【SLAS 対応】 

NEO-M8L 12.2×16×2.4mm 【SLAS 対応】 

マルチ GNSS 受信モジュール GN-87 

＜古野電気株式会社＞ 

12.2×16.0×2.8mm 【SLAS 対応】 

https://www.furuno.com/jp/products/gnss-module/GN-87 

2019 年春 
販売予定 
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３．「みちびき」利活用事例 
 
① 海外事例  

 
（１）豪州におけるスマート農業実証事業【株式会社日立製作所等】 

I. 2014 年度 無人トラクターの実証試験 
 豪州ニューサウスウェルズ州ジェリルデリー（稲作圃場）において、電子基

準点未整備地域における MADOCA を活用した適切な測位方式の検討及び測

位精度検証を実施（図 12） 
 夜間の無人トラクターによる耕うん、施肥、水撒き及び除草作業を実現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 12 無人トラクター実証実験 
 

II. 2016 年度 高効率な営農作業システム検証 
 豪州クィーンズランド州マッカイ（サトウキビ畑）において、トラクター

（日本製、米国製）の農作業自動化に MADOCA を活用し、水平・垂直精度

の検証及びドローンによる農地データの収集・分析を実施（図 13） 
 畝作り、水撒き、施肥の自動化による人件費の削減や、精密測位システム費

用の削減（対 RTK 測位比：12,000AUD）が可能であることを確認 

 
図 13 高効率な営農作業システム検証 
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III. 2016 年度 生育状況把握システム検証 
 豪州クィーンズランド州バンダバーグ（アボカド農園）において、

MADOCA を活用したドローンによる農地のセンシングシステムの有用性の

評価及び測位精度の検証を実施（図 14） 
 作物の見回り作業時間の 90％程度短縮することが可能であることを確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 14 生育状況把握システム検証 

 
IV. 2017 年度 高精度・高効率分析システム検証 
 豪州西オーストラリア州カナーボン（バナナ農地）において、MADOCA を

活用し、雑草の位置を自動検知するシステムの構築と検証を実施（図 15） 
 農地の見回り作業時間の 90％程度短縮することが可能であることを確認 

 

 
図 15 高精度・高効率分析システム検証 
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（２）タイ王国－GPS プローブを活用した渋滞情報サービス【豊田通商株式会社】 
 2018 年にバンコク市内において、MADOCA を利用し、車線毎の交通情報を

生成。この情報を高精度ルートガイダンス行える Navi システムに反映 
 車線毎の渋滞情報表示及び最適かつ詳細なルートガイダンスを物流トラック

に提供（図 16） 
 実証システムは、現行と比較して総走行時間合計で約 1 時間 54 分早く目的

地に到着(改善率 3.46%) 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16 高精度ルートガイダンス 
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② 国内事例 
 

（１）除雪車運転支援システム【東日本高速道路株式会社】 
 吹雪による視界不良時や雪に埋もれた壁高欄・ガードレール等の障害物への

接触の回避を行いながら、㎝級の正確な除雪作業が求められる 
 将来的に熟練技術者の確保、労働力不足が懸念される中、作業車両の位置をよ

り正確に把握し、安全な作業を行えるよう除雪車運転支援技術の開発が必要

となる 
 準天頂衛星の高精度位置情報と高精度地図の情報とを組み合わせ、運転席の

ガイダンスモニターに下記項目を表示するシステムを開発（図 17） 
1. 路肩内の横方向の車両位置 
2. 左側のガードレールや右側のレーンマークとの離れ+アラート音 
3. 接触・はみ出しを回避する車両の修正角 
4. 路肩幅、作業注意情報 

 ロータリー除雪作業の省力化・効率化、安全性が向上した 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 17 準天頂衛星を活用した除雪車運転支援システム 
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（２）準天頂衛星対応トラッキングサービス【ソフトバンク株式会社】 

 「みちびき」対応受信端末と高精度測位情報を活用したＩｏＴプラットフォ

ームを活用し、人や物の位置情報を高精度に収集・データ化 
 現在の位置や過去の移動経路等を高い精度で把握できるため、バスやタクシ

ーの経路の最適化、運送業の物流管理、鉄道車両管理、構造物検査、高齢者の

見守りなど多様なユーザーニーズに対応可能（図 18） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.softbank.jp/biz/iot/service/satellite/ 
図 18 IoT を活用した道路情報管理システム 

 
（３）みちびきを活用した自動運転【三菱電機】 

 「みちびき」の高精度測位情報を活用した自動運転技術を開発中（図 19） 
 濃霧や雪道など視認性が悪い環境下においても、「みちびき」を活用した「イ

ンフラ型走行技術」により、高い安全性と快適性を両立した自動運転を実現 
 内閣府・ＳＩＰ「自動走行システム」の大規模実証実験に参画する他、実用化

に向け、高速道・公道での実証実験を実施中 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 19 みちびきを活用した自動運転 
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（４）みちびきを活用した無人航空機（ドローン）【ＮＥＤＯ】 
 様々な状況の変化が想定される長距離飛行において、無人航空機が自律的に

飛行経路を変更し、「みちびき」の高精度測位情報を活用して精密に飛行する

技術を開発中（図 20） 
 「みちびき」の高精度測位情報を活用することで、一定の空域における多数の

飛行経路を設定した高密度運行を実現 
 福島ロボットテストフィールド、離島での飛行実証試験を 2019 年度に実施予

定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 20 みちびきを活用した無人航空機 
 

（５）みちびきを活用した海洋土木工事【東亜建設工業株式会社】 
 海洋土木工事の生産性・経済性向上を図るため、「みちびき」の高精度測位情

報を活用した海上測位実証を実施（茨城県沖：2018 年６月） 
 海上での「みちびき」の高精度測位精度を評価し、水平・垂直とも cm 級の測

位精度を確認 
 作業船の位置決め、構造物の位置決め、基礎材投入管理、深浅測量などの多様

な工事での適用に期待（図 21） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 21 みちびきを活用した海洋土木工事 
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（６）みちびきを活用した IoT 路面情報検知システム【ソフトバンク株式会社等】 
 「みちびき」の高精度測位情報を活用した新たな路面情報検知システムの実

証実験を実施中（2018 年７月～2019 年３月） 
 カメラや加速度センサー、ジャイロセンサーなどを用いて路面状態を把握す

る「路面検知システム」に、「みちびき」の高精度な位置情報を連携させるこ

とで、路面の状態と場所を正確に把握 
 効率的に路面状態を把握することで点検費用や時間を抑え、日常的なモニタ

リングにより従来の事後保全から予防保全への転換も可能となり、道路の維

持管理費用も削減（図 22） 
 
 
 
 
 
 
 

図 22 みちびきを活用した IoT 路面情報検知システム 
 

（７）みちびきを活用した交通安全分析サービス【ジェネクスト株式会社】 
 「みちびき」の高精度測位情報を活用した新たな道路交通法違反自動判定の

実用化サービスを 2018 年６月より提供開始（図 23） 
 独自に開発した IoT 機器（衛星トラッカー）を車両に搭載し、「みちびき」を

活用して取得された高精度な車両の位置情報ログを分析することにより、①

制限速度超過、②右左折禁止、③一時停止違反、④踏切不停止、⑤進入禁止の

５項目の違反を判定し、クライアント企業に提示 
 ドライバー法令遵守向上、コンプライアンスリスクの軽減、交通事故削減、自

動車保険料の削減に寄与 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 23 みちびきを活用した交通安全分析サービス 
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（８）みちびきを活用した腕時計型ウェアラブル端末【株式会社ＭＡＳＡ】 
 「みちびき」の高精度測位情報（サブメータ級測位補強サービス）を活用した

ゴルフナビゲーション用の腕時計型ウェアラブル端末を開発・販売中（図 24） 
 高性能アンテナと高性能衛星測位チップにより、様々な環境下で安定的に高

精度測位を実現 
 予めダウンロードしたコース情報と組み合わせてグリーンまでの距離を表示

し、ゴルフプレイヤーをサポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 24 みちびきを活用した腕時計型ウェアラブル端末 
 

（９）みちびきを活用した福祉分野での動向【ＮＥＤＯ】 
 視覚障害者の自立歩行を補助するため、「みちびき」の高精度測位情報を活用

した歩行補助システムを開発中（2016～2018 年度） 
 測位情報を受け取る携帯地図端末、iPhone、腕時計型端末、眼鏡型映像入力装

置、骨伝導スピーカー及び使用者専用の地図データベースで構成 
 歩行誘導は、骨伝導ヘッドホンによる音声案内、小型カメラによる信号機の色

判別システムにより行われ、登録ルートから外れた場合は警告音を鳴らし、定

められたルートに誘導するなど、歩行を補助（図 25） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 25 みちびきを活用した腕時計型ウェアラブル端末 
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